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ノイド代謝におよばすP 日の影響

川女大家政　森下敏子　○藤井治子

〔(社)日本家政学会

　目的　カンキツ中の苦味成分であるリモノイドの代謝lit、P Hにより影響をうける。最

近、ノミリンからオバクノン、オパクノアート、リモネートＡ環ラクトンそしてリモニン

を合成する経路が明らかになった。また天然に存在する酵素の作用により、P H 6,0でリ

モネートA iR ラクトンがリモニンに、ｐ u　8,0でその逆反応かおこることが報告されてい

る。そこで、酵素がp Hにより受ける影響をリモニンの生合成経路を中心に検討した。

　方法　試料としてバンペイユ果汁を用いた。果汁をトリス緩衝液でP u 6,0、7,0、8,0

8,5に調整後、それぞれを減圧濃縮し水で定容とした。これらをヘキサンで２回洗浄し、

クロロホルム抽出を３回、水洗浄を５回行ったのち減圧乾固し、7 5％メ、タノールで溶解

しヽ0,45 がmメンブランフイルターでろ過したものを試料液とした。。リモノイド量の定量

は高速液体クロマトグラフにより行った。

　結果　リモネートＡ環ラクトン量はP H 6, 0で最小となり、P H 8,0で最大となった。

またリモニンはp H 7,0で最大となりp H 8, 0 ～8, 5において減少が認められた。すなわ

ち、リモニンとリモネートＡ環ラクトンの対照的な増減より、酵素の至適p Hによる可逆

反応が実証された。ノミV ン、オバクノンはともにp H 6, 0で減少し、P H 7,0ではピー

クが検出されず、リモニン量の増加が認められた。このことよりp H 7,0においてリモニ

ンの合成が行われたことが推定ヽされた。p uによるリモノイドの消長を知ることにより、

未確認の代謝経路を知る一指標となるのではないかと考えられる。
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プロラミンの化学的特性とアミノ酸組成

育学部家政科　○堀越昌子　小林晴美

　目的　コメ胚乳の主要な貯蔵タンパク質はグルテリンであり，蛋白穎粒体p B n に存在

するが，他に蛋白糖粒体P B Iが存在し，その中の主要タンパク質はプロラミンである。

今回この胚乳プロラミンのサブユニット組成と化学的及び栄養的特性を明らかにする目的

で, Par ロラミンを単離精製し，その特性を調べた。

　方法　99％エタノールで30分間処理した日本晴（Or yza Sativa）上新粉から70％エタノー

ルでプロラミンを抽出し, CMトヨパール650M樹脂によるイオン交換クロマトグラフィで精

製を行なっfi. .焦点電気泳動でサブユニット組成を明らかにするとともに，高速液体クロ

マトグラフィ(BPLC｝でそのうちの主成分Paプロラミンを単離精製したSDS系HPLCと　SDS

電気泳動で分子量の測定と，エドマン法によるＮ末端アミノ酸分析，アミノ酸組成分析，

円偏光二色性（CD ）スペクトル測定を行なった。

　結果　　3DS電気泳勤で単一バンドを示したコメ胚乳プロラミンを焦点｡電気泳動にかけサ

ブユニット組成を調べた結果，等電点　5.6,7. 1, 7.3,7. 6, 8. 0を持つ　５成分から構成されて

いることがわかった，このうちの主成分( PI値　T. 1)をPaプロラミンと名づけ, CMトヨパ

ール630M樹脂によるイオン交換クロマトグラフィと高速液体クロマトグラフィで単一バン

ドを示すまで精製したSDS系HPLCと　SDS電気泳勤でPaプロラーミンの分子量を測定したと

ころ。14，000であった。このPaプロラミンのＮ末端アミノ酸はブロックされており，検出さ

れなかっtz . Paプロラミンのアミノ酸組成は　Glu, Leu, Alaに富んでいた. CDスペクトルに

よる二次構造分析では（a十β)タイプのタンパク質であることがわかった。


